






物像を表した銅製や石製の印章などが、この古代文明を特徴づけている（Wheeler 1968; Kenoyer 
1998; Possehl 1999; Agrawal and Kharakwal 2003; Osada 2005）。またこれらの研究の中で、王宮・王
墓のように有力な個人の存在を示す発見がなく、武器の発達が顕著でないことが、インダス文
明の大きな特色として指摘されてきた。なおここでいうインダス文明は、初期・盛期・後期ハ
ラッパー文化（Early Harappan, Mature Harappan, Late Harappan）の総称である。
　このインダス文明の繁栄を支えた基盤は、インダス川やガッガル・ハークラー川が流れる広
大なインダス平原における農業牧畜生産と、西方のイラン・湾岸地域・メソポタミア文明、北




























































ヴェーク・ダーンギー（Vivek Dangi）氏らが共同して実施し、宇野隆夫が高精度 GPS (Trimble 
Pro XH) を使用して遺跡プロファイリングをおこなった（図 4、 Shinde et al. 2008）。調査を実施
した遺跡は、ハリヤーナー州で 12 遺跡、ラージャスターン州で 12 遺跡、合計 24 遺跡である。





























テーション（Topcon GPT-9005A）、周辺部分を GPS（Topcon GB1000×2 台）による歩行測量に
よって座標値を取得した。計測したポイント全てが世界測地系に則した位置情報として数セン




タル標高モデル（DEM）を ArcGIS で作成した。測点の内挿（補間）には、自然近傍（Natural 
Neighbor）法を採用した。図 7 はファルマーナー遺跡中心部の DEM であるが、現在の耕作地

















面の微妙な凹凸をとらえるために、一辺を 4 分割して、自然近傍法に基づく 0.5m メッシュの
DEMを作成した（図 8）。ArcGISで作成したDEMは、城塞の東側が西側よりも 1～ 2mほど高く、
南側と西側に凹みがあることをよく示している。
　次に IDRISI によって、カーンメール遺跡の周辺部分と城塞部分の計測ポイントを結合し
DEM を作成したものが図 9 である。東側丘陵（Kanmer East）は、遺物散布地であることが確






















　地中レーダ探査は 2008 年 2 月 23 ～ 26 日の計 4 日間で実施した。探査に使用した装置はカ
ナダ Sensors & Software 社製 Noggin plus 250 およびスマートカートシステムである。中心周波数
250MHz のアンテナを用いた。探査範囲を図 12 に示す。城塞遺跡の周縁部に Grid 1 ～ 9 の探査
範囲を設定した。各グリッドでの測線間隔は、Grid 1 ～ 3 および Grid 7 は 0.5m、Grid 4 ～ 6,8,9








は 1m とした。探査した総測線数は 468 本である。図 13 に探査風景の写真を示す。探査範囲の
多くは斜面であり、地表には多くの礫が散乱していたため、探査装置の移動は困難であった。
そのため、上り坂では、探査装置の前部に結びつけたロープを引っ張る方法で実施した。
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